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『120分 de法華経』             vol.18 Sep.  2025 

━━ Let’s  embark on a journey to discover our own “perspective on the Lotus Sutra”. 

 （みんなで“法華経観”を見つける旅に出よう） 

『妙法蓮華経  勧持品
かんじほん

第十三』   （迹
しゃく

 門
もん

 ・ 流
る

通
つう

分
ぶん

） 

○『又
また

如來の滅度
めつど

の後
のち

に、若
も

し人あって妙法華經の乃至
ないし

一偈
いちげ

・一句
いっく

を聞
き

いて一念
いちねん

も隨喜
ずいき

せん

者
もの

には、我亦
われまた

阿耨多羅
あ の く た ら

三藐三
さんみゃくさん

菩提
ぼだい

の記
き

を與
あた

え授
さず

く』 （法師品 二〇二頁 終五行） 

○『其
そ

の習
しゅう

學
がく

せざる者
もの

は 此
こ

れを曉 了
ぎょうりょう

すること能
あた

わじ』（方便品 八十二頁 四行） 

○ 「習学」の３つのステップ「聞
もん

解
げ

・思
し

惟
ゆい

・修 習
しゅしゅう

」 

（『若し聞解し思惟し修習することを得ば、必ず阿耨多羅三藐三菩提に近づくことを得たり』）（法師品  二〇九頁三行）  

〇『若
も

し聞
もん

解
げ

し思
し

惟
ゆい

し修習
しゅしゅう

することを得
え

ば、必
かなら

ず阿
あ

耨
のく

多
た

羅
ら

三
さん

藐
みゃく

三
さん

菩提
ぼだい

に近
ちか

づくことを得
え

たりと知れ』 （法師品 二〇九頁 三行） 

○『十分の一でも実践できれば、いや、その一つにでも徹することができれば、 

りっぱな精進といえる』    (『新釈法華三部経 第一巻』 P8・8行／P5・1行) 

  

 ※ 表記  例：(P353・1行／P259・7行) ⇨ (『新釈・文庫版』頁数／『新釈・単行本』頁数) 

 

◇     ◇     ◇ 

 

＜勧持品のあらすじ＞ 

【薬王菩薩、大楽説（だいぎょうせつ）菩薩をはじめとする菩薩たちが、仏滅後の広宣流布を誓う】━ 

【二三五頁 一行】 （提婆達多のような極悪人でも、また、人間より劣る八歳の龍女でも、みな平等に仏になれる教

えを聞いて感動した） 薬王菩薩と大樂説（だいぎょうせつ）菩薩は、引き連れて来た二万人の菩薩と

共に、世尊に『誓いの言葉』を申し上げました。 

【二三五頁 二行】 （『唯（ただ）願わくは世尊、以て慮（うらおも）いしたもうべからず。』） 「世尊よ。どう

ぞこの教えの行く末をご心配にならないでください。私たちは世尊がご入滅された後も、多く

の人々にこの経典を説き広めてまいります。／（『惡世の衆生は善根（ぜんこん）轉（うた）た少（すくな）

くして增上慢（ぞうじょうまん）多く、利供養（りくよう）を貪（むさぼ）り』） これからのちの悪世の衆生は、

善い行いを実践するという心が少なく、逆に『そんなことは知っている。そんなことはやっている。

そんなことはわかっている』という増上慢（ぞうじょうまん）の人が多く、自分は正しい、間違っていない

と頑（かたく）なに思い、全てを損得で判断し、自分が利することを第一に考え、人に対して報

酬（ほうしゅう）を求める心が強い人たちばかりです。／（『不善根（ふぜんごん）を增（ま）し、解脱（げだ
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つ）を遠離（おんり）せん』） そして人を憎（にく）み、恨（うら）み、妬（ねた）む気持ちが強いため、

清く正しい心を保てず、澄（す）み切った心境からは遠くかけ離れてしまい、仏の悟りとは真

逆（まぎゃく）の『苦の人生』を送り続けています。そうした人々を教化することは大変困難ですが、

／（『我等當（まさ）に大忍力（だいにんりき）を起（おこ）して、 ～ 身命（しんみょう）を惜（おし）まざるべ

し』） 私どもは強い忍辱の心をもって臨（のぞ）み、この教えをしっかりと実践して、『不惜身

命・ふしゃく しんみょう』の心で、教えを説き広めることを決意します」と誓ったのでした。 

 

【数多くの阿羅漢や学・無学の修行者たちが、娑婆世界以外での広宣流布を誓う】━ 

【二三五頁 六行】 すると、先に受記を得た五百人の阿羅漢（あらかん）たちが仏さまに申し上げたの

でした。 

（『世尊、我等（われら）亦當（また まさ）に他の國土（こくど）に於て廣（ひろ）く此の經を説くべし』）「世

尊よ。私たちは娑婆（しゃば）国土でない他の国々に向かい、広くこの教えを説き広めていくこ

とをお誓いいたします」 

【二三五頁 終三行】 つづいて先に受記を得た八千人の学・無学の修行者が立ち上がり、仏さまに

合掌して『誓いの言葉』を申し上げたのでした。 

「世尊よ。私どももまた、娑婆国土ではない他の国土でこの法を説き広めます。／（『所以（ゆ

え）は何（いか）ん、是（こ）の娑婆國（しゃばこく）の中（うち）は人弊惡（ひと へいあく）多く、增上慢（ぞうじょう

まん）を懐（いだ）き功徳淺薄（くどく せんぱく）に、瞋濁謟曲（しんじょく てんごく）にして心不實（こころ ふじつ）なる

が故（ゆえ）に』） なぜならこの娑婆国土の人々の悪心は強く、増上慢（ぞうじょうまん）であり、人

徳が薄く少ないために怒りやすく、根性が曲がって不正直で、こじつけが上手で、へつらう人

が多いために、私たちには少々荷が重いからです」と、正直な思いを隠（かく）さず、他国で教

えを広めるという誓いを立てたのでした。 

 

【釈尊の養母・摩訶波闍波提（まかはじゃはだい）ら比丘尼たちが、受記を願う】━ 

【二三六頁 二行】 その時、世尊の叔母（おば）であり養母（ようぼ）である摩訶波闍波提（まかはじゃはだい）

比丘尼（びくに）と学・無学の六千人の女性修行者たちが立ち上がり、一心に合掌して、

まじろぎもせずに世尊を仰（あお）ぎ見ました。 

 

【摩訶波闍波提ら比丘尼たちの願いを受けて、釈尊が授記】━ 

【二三六頁 四行】 すると世尊が、憍曇弥（きょうどんみ ／摩訶波闍波提の別名）に語られました。 

（『何（なん）が故（ゆえ）ぞ憂（うれえ）の色にして如來を視（み）る』） 「どうしてそんな悲しい顔を

して私を見るのですか？ 私があなたを名指（なざ）しせず、授記しないとでも思っているので

すか？ ／（『憍曇彌（きょうどんみ） 、我先（われ さき）に總（そう）じて一切の聲聞（しょうもん）に皆已（みな す

で）に授記すと説きき。今汝（いま なんじ）記を知らんと欲せば） 憍曇弥（きょうどんみ）よ。私は先ほど『一

切の声聞はすでに授記されている』と説いたではありませんか。しかし、どうしてもそなたが

今ここで記莂（きべつ）を得て、成仏後の世界を知りたいのであれば、そのことを告げましょう」 

【二三六頁 七行】 「何も心配することはありません。あなたは将来、六万八千億という計り知れない

諸仏のもとで学・無学の六千人の女性修行者たちと共に偉大な説法者になり、そしてそののち
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段々と修行を積み重ねて菩薩道を完成し、ついには仏と成るでありましょう。その仏の名は

『一切衆生喜見（いっさいしゅじょうきけん）如来』と言います。憍曇弥（きょうどんみ）よ。そののち六千人の菩

薩たちもまた順次、授記されてそれぞれが仏の悟りを得ていくことになります」と授記された

のでした。 

 

【羅睺羅（らごら）の母・耶輸陀羅（やしゅたら）が受記を願う】━ 

【二三六頁 終行】 その時、この憍曇弥（きょうどんみ）らの授記を聞いていた羅睺羅（らごら）の母である耶

輸陀羅（やしゅたら）比丘尼は、一人寂しく心の中でこう思うのでした。 

（『授記の中に於て獨（ひとり）我が名を説きたまわず』） 「世尊は今の授記のなかでも私の名前を

あげられなかった。どうしてだろう」という寂（さび）しい思いが込み上げてきて、どうするこ

ともできないでいました。 

 

【耶輸陀羅（やしゅたら）へ授記】━ 

【二三七頁 一行】 すると世尊は耶輸陀羅（やしゅたら）の心中を直（す）ぐに感じ取られ、耶輸陀羅（やしゅたら）

に告げられたのでした。 

「あなたは来世において、百万億の諸仏のもとで教えを受け、菩薩道を修めて偉大なる説法者

になります。そしてついには仏道を完成して『善国（ぜんこく）』という国において仏と成ります。そ

の名を『具足千万光相（ぐそくせんまんこうそう）如来』と言い、寿命は無量阿僧祇劫（あそうぎこう）という

計り知れない期間に及びます」と記を授けられたのでした。 

 

【摩訶波闍波提と耶輸陀羅（やしゅたら）らの比丘尼たちが、娑婆世界以外での広宣流布を誓う】━ 

【二三七頁 五行】 これらの授記を伺った摩訶波闍波提（まかはじゃはだい）比丘尼と耶輸陀羅（やしゅたら）比

丘尼、そしてその率（ひき）いる比丘尼たちは、この授記のお言葉を聞いて大いに歓喜し、これま

でに経験したことのない感激を覚えました。そして仏さまの御前（おんまえ）に進み出て、偈（げ）

を以って感謝を申し上げました。 

【（偈）二三七頁 八行】「世尊は一切の大導師であり、天上界・人間界のすべての人々を安穏へと導かれ

ます。私どもは授記を頂いて何の憂いもなく安らかな境地を得ることができました。誠に有り

難うございます」と仏さまを讃歎し、感謝の偈（げ）を唱えました。 

【二三七頁 九行】 そしてこの偈を終えると、これら諸々の比丘尼たちは仏さまに向かって申し上

げました。「世尊よ。私どももまた、／（『他方（たほう）の國土に於て、廣（ひろ）く此の經を宣（の）

べん 』） 他の国土においてあまねくこの教えを説き広めていきたいと存じます」と『誓い』を申

し上げたのでした。 

 

【無数の菩薩たちが、仏滅後の悪世での広宣流布を誓う】━ 

【二三七頁 終二行】 その時、世尊は八十万億那由他（なゆた）に及ぶ無数の菩薩たちに慈悲の眼差（まなざ）

しを注がれました。／（『是（こ）の諸（もろもろ）の菩薩は皆是（みな こ）れ阿惟越致（あゆいおっち）にして、

不退の法輪を轉（てん）じ』）これらの菩薩たちはみな、精進の歩みがぶれない『不退転の境地』
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に住しており、あわせて、あらゆる『善を推（お）し進め、あらゆる悪を押しとどめる力』を

具（そな）えている菩薩たちでありました。 

 

【二三八頁 一行】 すると、この数多くの菩薩たちは一斉に立ち上がって仏さまの御前（おんまえ）に進

み出て、仏さまに一心に合掌礼拝しました。そして心の中で次のように思ったのでした。 

（『若（も）し世尊、我等（われらに）に此の經を持説（じせつ）せよと告勅（ごうちょく）したまわば、當（まさ）

に佛の敎（おしえ）の如く廣（ひろ）く斯（こ）の法を宣（の）ぶべし』） 「もし、世尊が我らに対して

『この経をしっかりと保ち、多くの人々に説き広めなさい』とお命じになるならば、我々はそ

のお言葉の通り説き広めていくに違いありません。／（『佛今（ほとけ いま）黙然（もくねん）として告

勅（ごうちょく）せられず。我當（われ まさ）に云何（いかん）がすべき』）しかし、仏さまは黙ったまま何

もお命じにならない。我々は一体、如何（いか）にすべきであろうか」と自問したのでした。 

【二三八頁 四行】 しかし、菩薩たちは直ぐに答えを見つけ、／（『佛意（ぶつい）に敬順（きょうじゅん）し并

（ならび）に自ら本願を滿ぜんと欲して』） 仏さまの御心（みこころ）に素直に従い、自らの本願を達成す

るために『為（な）すべきことを為（な）す』という思いが定まりました。／（『師子吼（ししく）を作（な）し

て、誓言（せいごん）を發（おこ）さく』） そして、菩薩たちはあたかも獅子（しし）が叫ぶように、力

強い言葉で仏さまに『誓い』を申し上げたのでした」 

【二三八頁 五行】 「世尊よ。我々は世尊の滅後において十方世界をくまなく巡り、人びとを『法華経』

を基として『五種法師の行』を実践させ、教えを心に刻（きざ）んで、正しく記憶にとどめるよう

にします。しかしこれができるのは、我々の力によるものではありません。／（『皆是（こ）れ佛の

威力（いりき）ならん』） すべては仏さまの偉大なるお力によって成し得るものであります。／（『唯

（ただ）願わくは世尊、他方（たほう）に在（ましま）すとも遥（はる）かに守護せられよ』） どうか世尊。

世尊がもし、はるか遠い世界におられたとしても、我々をお守りください。お願い申し上げます」 

 

【≪二十行の偈≫日蓮聖人が使命を感じた『我こそ末法・法華経弘通者』確信の偈】━ 

【二三八頁 八行】 さらにこの無数の菩薩たちは声をそろえて『偈』を唱え、『誓いの言葉』を申し上

げたのでした。 

【（偈）二三八頁 終三行】 （『唯（ただ）願わくは 慮（うらおも）いしたもうべからず』） 「世尊よ。ご心配なさら

ないでください。／（『佛の滅度の後（のち） 恐怖（くふ）惡世（あくせ）の中に於て 我等（われら）當（まさ）

に廣（ひろ）く説くべし』） 我々は仏さまの滅後、恐ろしい悪世の世の中においてもこの教えを説

き広めてまいります」 

 

【仏滅後、法華経流布を阻止する妨害の数々。≪三類の強敵・さんるいの ごうてき≫】━ 

【（偈）二三八頁 終二行】「悪世では、人々は自分の本能の赴（おもむ）くままに行動します。智慧を持たず、

法華経を説き、実践する者に対して悪口雑言（あっこう ぞうごん）を吐（は）き、ののしり、誹謗（ひぼ

う）罵倒（ばとう）し、刀や棒を振るって傷つけようと害する人々がいます。／（『諸（もろもろ）の

無智（むち）の人 悪口罵詈（あっく めり）等（とう）し 及び刀杖（とうじょう）を加うる者あらん 我等皆當（みな ま

さ）に忍（しの）ぶべし』） しかし私たちは皆、それに耐（た）え忍んでいきます」      

 ━ 【俗衆増上慢 ぞくしゅ ぞうじょうまん】 ━ 
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【（偈）二三八頁 終行】 （『惡世（あくせ）の中の比丘は 邪智（じゃち）にして心諂曲（こころ てんごく）に 未だ得ざるを

爲（こ）れ得たりと謂（おも）い 我慢の心充滿（こころ じゅうまん）せん』）「末世の悪い世の中では、出家

の比丘であっても、よこしまな考えを持ち、心はひねくれ、こじつけやへつらいが盛んで、自

分は悟った者、完成した者、正しい者だと思い上がり、慢心の心でいっぱいになっています。

当然、自分は慢心でいるなどとは自覚もしていません。自分で気が付かないうちに、そのよう

な慢心の心で満ち溢（あふ）れています。      ━ 【道門増上慢 どうもん ぞうじょうまん】 ━ 

 

【（偈）二三九頁 一行】 （『或（ある）いは阿練若（あれんにゃ）に ～ 自（みずか）ら眞の道（どう）を行ずと謂（おも）うて 

人間を軽賤（きょうせん）する者あらん』）「また、自分は人里はなれた静かな所に住み、粗末な着

物を身に着けて俗世から離れて行いすまして、そのために『自分は清く正しく、真実の道を行

じている』と勝手に信じ込み、『私は清い人間だ』『立派な信仰者だ』と思い上がり、そのた

めに世の人々を見下し、軽蔑（けいべつ）する人もいます」 

【（偈）二三九頁 三行】（『利養（りよう）に貪著（とんじゃく）するが故（ゆえ）に 白衣（びゃくえ）のために法を説いて 

世に恭敬（くぎょう）せらるること 六通（ろくつう）の羅漢（らかん）の如くならん』） 「これらの人を僭聖

増上慢（せんしょう ぞうじょうまん）というのですが、これらの人たちは、悟りすましたような顔をしてい

ますが、実際は内心、物欲や権勢欲（けんせいよく）、名誉欲でいっぱいです。ですから金持ちや

地位の高い人たちのためだけに法を説き、そういう人々からは『六神通を具えた羅漢（らかん）』

のように慕（した）われ、敬われるでしょう。そればかりではありません。僭聖増上慢（せんしょう ぞう

じょうまん）の者たちの内心は腹黒く、世俗の欲にとらわれています。 【（偈）二三九頁 五行】（『名を阿練若

（あれんにゃ）に假 （か）って 好んで我等（われら）が過（とが）を出（いだ）さん』） 見かけは俗世から離れた

生活をして、清廉（せいれん）さを装（よそお）っています。そしてあたかも大衆の立場に立ってい

るように見せかけ、そのことを盾（たて）にして末世で法華経を説き、実践する者のアラ探しを

して誹謗（ひぼう）します。そして次のように言って非難するでありましょう。【（偈）二三九頁 七行】

（『自（みずか）ら此の經典を作って 世間の人を誑惑（おうわく）す』） 『あいつらは、自分の利益を得

るために外道（げどう）の教えを説いている。しかも勝手に経典を作って世間の人をたぶらかし

ている。名誉名声を得たいために、あれこれと経を都合よく解説して説いているんだ』」と。 

【（偈）二三九頁 八行】「この僭聖（せんしょう）増上慢の人たちは、大衆の中に紛（まぎ）れ、私たちを非難しよ

うと構えます。国王に会えば国王に、大臣に会えば大臣に、バラモンや長者に会えばバラモン

や長者に、比丘に会えば比丘に取り入って私たちを非難し、／『是（こ）れ邪見（じゃけん）の人 外

道（げどう）の論議を説くと謂（い）わん』）『あいつらは悪の教えを説き、邪（よこしま）な考えを持っ

て道に外れた教えを説いている』と言いふらし、人々を惑（まど）わすでありましょう。 

   ━ 【僭聖増上慢 せんしょう ぞうじょうまん】 ━ 

≪三類の強敵・さんるいの ごうてき≫ 

 

【妨害に耐える「柔和忍辱」の姿勢 ≪衣座室の三軌・如来の衣≫の実践】━ 

【（偈）二三九頁 終三行】（『我等佛を敬（うやま）うが故（ゆえ）に 悉（ことごと）く是（こ）の諸惡を忍（しの）ばん』） 

菩薩たちはあらためて誓います。「私たちは仏さまを心から敬い、仏さまが説くこの教えも

仏さまと同様に敬います。ですから、この教えを広めるためには、以上のような様々な迫害や
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困難に遭遇しても耐えていきます。／『汝等（なんだち）は 皆是（みな こ）れ佛なりと言われん』）また、

『おまえたちが仏だと？ 何を偉そうに言ってるんだ』と嘲（あざけ）りの言葉を浴（あ）びせかけ

られても、私たちは耐（た）えてまいります」 

【（偈）二三九頁 終行】（『濁劫惡世（じょっこう あくせ）の中には 多く諸（もろもろ）の恐怖（くふ）あらん』）「すべ

てが乱れ、濁（にご）りきった五濁（ごじょく）の悪世では、数々の恐ろしいことがあります。そし

て悪鬼（あっき）が人々の心の中に忍び込んで、私たちを罵（ののし）り、毀（そし）り、辱（はずかし）

めるでしょう。【（偈）二四〇頁 二行】（『我等（われら）佛を敬信（きょうしん）して 當（まさ）に忍辱の鎧（よろい）

を著（き）るべし 是（こ）の經を説かんが爲の故（ゆえ）に 此の諸（もろもろ）の難事を忍ばん』）しかし、

私たちは仏さまを心から信じているために、忍辱の鎧（よろい）を着て耐（た）え忍んでいきます。

【（偈）二四〇頁 三行】（『我身命（しんみょう）を愛せず 但（ただ）無上道を惜（おし）む』）私たちは自分の命が

惜（お）しいとは思いません。ただこの最高の道である無上道に縁を持てない人が一人でもいることが、

何よりも惜しいのです」 

 

【（偈）二四〇頁 四行】（『我等來世（われら らいせ）に於（おい）て 佛の所嘱（しょぞく）を護持せん』） 「私たちは

未来世において、仏さまから託（たく）された『法華経』をしっかりと護持（ごじ）してまいりま

す。世尊がご存知の通り、【（偈）二四〇頁 四行】（『濁世（じょくせ）の惡比丘（あくびく）は 佛の方便 隨宜（ずい

ぎ）所説（しょせつ）の法を知らず』） 悪世の未来世では、真理を知らない出家修行者たちは、仏さ

まが方便を用いて相手の機根に応じて説き分けられる教えの真意を理解することができません。

【（偈）二四〇頁 五行】（『惡口（あっく）して 顰蹙（ひんじゅく）し 數數（しばしば）檳出（ひんずい）せられ 塔寺（とうじ）

を遠離（おんり）せん』）そのため、そういう者たちから罵倒（ばとう）され、排斥（はいせき）され、説

法の場や寺院から追放されることが起こるでありましょう。【（偈）二四〇頁 六行】（『是（かく）の如き等

（ら）の衆惡（しゅあく）をも 佛の告勅（ごうちょく）を念（おも）うが故（ゆえ）に 皆當（みな まさ）に是（こ）の事（じ）

を忍ぶべし』）しかし、そのような迫害を受けても、『法華経』を広めることを仏さまから託された

お言葉を大切にして、私たちは耐え忍んでまいります」 

 

【妨害に耐える「大慈悲心」の姿勢 ≪如来の室≫の実践】━ 

【（偈）二四〇頁 七行】（『諸（もろもろ）の聚落（じゅらく）・城邑（じょうおう）に 其（そ）れ法を求むる者あらば 我皆

（われ みな）其（そ）の所に到（いた）って 佛の所嘱（しょぞく）の法を説かん』）菩薩たちの誓いの言葉は

続きます。「私たちはどんな迫害（はくがい）や困難にも恐れません。『法華経』を求める人が

いるならば、辺鄙（へんぴ）な村里であろうと、大都市であろうと、どんな妨害者・強敵（ごうてき）

がいても私たちは、大慈悲の心をもってその人の所に出向き、仏さまから託されたこの『法華

経』を説いてまいります」 

 

【妨害に耐える「一切法空」の姿勢 ≪如来の座≫の実践】━ 

【（偈）二四〇頁 八行】 （『我は是（こ）れ世尊の使（つかい）なり』）「私たちは『世尊の使い』です。（『衆（し

ゅ）に處（しょ）するに畏（おそ）るる所なし』）そのことを思えば、多くの人々の前で法を説くこと

に何一つ恐れ憚（はばか）ることがありましょうか。【（偈）二四〇頁 終三行】（『我當（われ まさ）に善（よ）く
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法を説くべし 願わくは佛安穏（ほとけ あんのん）に住したまえ』）相手と一体となる教え≪第一義空≫

を説く『法華経』を、私たちは流布し、全力を尽くします。ですから仏さま、どうぞご安心ください」 

【（偈）二四〇頁 終二行】（『我世尊の前（みまえ） 諸（もろもろ）の來（きた）りたまえる十方の佛に於（おい）て 是（か

く）の如き誓言（せいごん）を發（おこ）す 佛自ら我が心を知（しろ）しめせ』）さらに菩薩たちの誓い

の言葉は続きます。「私たちは、世尊と、そして十方世界のあらゆる所からお越しになられた

諸仏の御前（おんまえ）で、以上の『誓い』を申し上げます。どうぞ私たちの『決意』をお受け取り下

さい」と。菩薩たちは力強い決意のことばを申し述べたのでした。 

━ 【以上、日蓮聖人、『我こそ末法・法華経弘通者』の使命確信の偈 ≪二十行の偈≫】 

 

◇     ◇     ◇ 

勧持
か ん じ

とは                           (P157・1行／P117・1行) 

「勧持」とは「受持を勧（すす）める」という意味ですが、この品では、人に勧める言葉は

ほとんど述べられておらず、自らの決意を誓う言葉に終始しています。 

『以
もっ

て 慮
うらおも

いしたもうべからず。我等
われら

佛
ほとけ

の滅
めつ

後
ご

に於
おい

て當
まさ

に此
こ

の經
きょう

典
でん

を奉
ぶ

持
じ

し讀
どく

誦
じゅ

し説
と

き

たてまつるべし』   （二三五頁 二行） 

『惡
あく

世
せ

の衆生は善根
ぜんごん

轉
うた

た少
すくな

くして增上慢
ぞうじょうまん

多く、利
り

供養
くよう

を貪
むさぼ

り、不善根
ふぜんごん

を增
ま

し、解脱
げだつ

を

遠離
おんり

せん』    （二三五頁 四行） 

『種種
しゅじゅ

に供養
くよう

して身命
しんみょう

を惜
おし

まざるべし』  （二三五頁 六行） 

 

不惜
ふしゃく

身命
しんみょう

                        (P162・終4行／P121・終7行) 

仏法の悟りを成就し、それを衆生すべてのものにするためには、自らの身命（しんみょう）をなげ

うっても惜（お）しくはないという精神を言います。しかし、この身命という言葉を、ただ肉

体的生命という意味に解するのは、単純すぎます。これにはもっと深い精神的意義が含まれて

いるのです。～ 

☆精神的な意味における「不惜身命」とはどんなことかと言いますと、「小我を捨てる」ことです。楽

をしたい、いい生活をしたい、出世したい、名誉を得たいといったような、☆「小さな我れ

の欲望」を犠牲にすることです。 

 では、なんのために犠牲にするのか？ ☆いうまでもなく「悟り」を得るためです。～ 

今ある生命は、最高の悟りを得る修行をするために、与えられたものですから、その意味で生命は、

真理を悟るためには大切にしなければなりません。～  

 要するに☆「不惜身命」とは、単に肉体的生命について言うのではなく、☆「小我」を捨てて

「大我」に生きることであるという根本義を、心に刻（きざ）んでおきたいものです。 
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《思
し

惟
ゆい

のひととき ①》 

 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ②》 

 

摩訶
ま か

波闍
は じ ゃ

波
は

題
だい

比丘尼
び く に

                 (P171・終2行／P128・3行) 

 お釈迦さまの生母（せいぼ）摩耶夫人（まや ぶにん）の妹で、シッダールタ太子のご生誕七日目に

摩耶夫人が亡くなられると、浄飯王（じょうぼんのう）の二番目の夫人となり、生みの母に勝（まさ）

るとも劣（おと）らぬ愛情を注（そそ）いで、太子を育て上げられた人です。 

 

何
なん

が故
ゆえ

ぞ憂
うれえ

の色
いろ

にして如来
にょらい

を視
み

る            (P174・7行／P130・3行) 

『何
なん

が故
ゆえ

ぞ憂
うれえ

の色
いろ

にして如來
にょらい

を磁視
み

る』   （二三六頁 四行） 

 どうしてそんな心配そうな顔をして私を見るのですか？ 

 憍曇弥（きょうどんみ）をはじめ、女性の出家修行者たちに、優しくお声をかけられるお釈迦さ

ま…。女性に対しても、とてもお優しかったお方であったことが伺い知れます。 

 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ③》 

 

庭野開祖は、「この体は、真理の『悟り』を得るため（修行をするため）に与えられたものだ」と説きま

す。 ━ では私は、「自分の体は『悟り』を得るための体だ」と受け止めているでしょうか？ 

「何のためにある体だ」と受け止めておられますか？ 振りかえってみましょう。 

庭野開祖は、『不惜身命』とは『小我を捨てる』ことだ」と説きます。また、庭野光祥次代会長

は、『ささやかな《自己中心性》を放棄する』ことの大切さを説いています。ここでいう《自己中

心性》の放棄とは、たとえば身近なことでいうと、家族に対して照れ臭さがあって、「あり

がとう」と言えなかった自分が、勇気をもって「ありがとう」を言葉にすることも、《自己

中心性》の放棄にあたるというものです。 

━ この『小我を捨てる』こと。または『ささやかな《自己中心性》を放棄する』こと。これら

のことは、私にとって「何を意味するか？」、「何を捨てることなのか？」を考えてみましょう。 

『何が故ぞ憂の色にして如來を視る』。 

摩訶波闍波提をはじめとする女性の出家修行者たちに対して、釈尊はこのようなお言葉を

かけられたのでした。お釈迦さまのお優しいお人柄を伺い知る思いです。 

━ では私は、このような「優しい言葉」を、夫や妻、家族、同僚、友人等にかけること

ができている自分でしょうか？ 振り返ってみましょう。 
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耶輸
や し ゅ

陀
た

羅
ら

比丘尼
び く に

                   (P179・終2行／P134・終2行) 

お釈迦さまの太子時代の妃（きさき）であります。貞節（ていせつ）な、おとなしい婦人だったそ

うですが、しかしシンは大変しっかりとした方だったようです。 

 

なぜ竜女
りゅうにょ

の成仏
じょうぶつ

より遅
おく

れたか             (P188・3行／P141・1行) 

 第一は、あまりにも身近な人の教化の難しさということです。（指導者と縁もゆかりもない純粋

な弟子の立場であれば）すらすらと法を受けることができるのに対して、（身近な間柄だと）肉親

としての感情が災（わざわ）いして、かえって法の受け入れがスムーズにいかないことが、一般

的には大いにありうるのです。したがって、摩訶波闍波提（まかはじゃはだい）比丘尼や耶輸陀羅

（やしゅたら）比丘尼が、竜女に劣っていたのでは決してありません。 

第二は、教えを正しく伝えるかぎりは誰が伝えようと、みんな仏の悟りを得られるのだ━ 

ということが、ここに教えられているのです。（法を受けるのは、身近な人でなければならない、な

どとは一切関係なく）正しい教えをそのまま受け取れば、それで救われるということです。～  

とにかく我々は仏さまの教えを学ぶにあたっては、☆いろいろな「既成（きせい）の知識」や「固

定した観念」、「身にこびりついた感情をなげうって、白紙になって受け入れることが大切です。このこ

とを『提婆達多品』『勧持品』から学び取らなければなりません。 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ④》 

『佛
ぶつ

意
い

に敬 順
きょうじゅん

し幷
ならび

に自
みずか

ら本願
ほんがん

を滿
まん

ぜんと欲
ほっ

して～ 誓言
せいごん

を發
おこ

さく』（二三八頁 四行） 

仏さまの御心（みこころ）に素直に従い、自らの本願を達成するために、迷わず『為（な）すべきことを

為（な）す』という思いが定まりました。～ そして、力強い言葉で仏さまに、精進をしていく

『誓い』を申し上げたのでした」 

 

『皆
みな

是
こ

れ佛
ほとけ

の威力
いりき

ならん。唯
ただ

願
ねが

わくは世
せ

尊
そん

、他方
たほう

に在
ましま

すとも遥
はる

かに守護
しゅご

せられよ』 

 （二三八頁 七行）  

しかし法を説き広めていくことができるのも、私どもの力ではありません。☆すべて仏さ

まのお力によるものです。どうぞ仏さまが他所（よそ）におられても、私共をお守り下さい。 

 

 

庭野開祖は、「仏さまの教えを学ぶにあたっては、いろいろな『既成の知識』、『固定した観念』、『身に

こびりついた感情』をなげうって、白紙になって受け入れることが大切です」と説かれています。 

━ ではこの『既成の知識・固定した観念・身にこびりついた感情』をなげうって白紙になるとい

うことは、一体どういうことなのか？ 考えてみましょう。 
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二十行
にじゅうぎょう

の偈
げ

                       (P196・7行／P147・終4行) 

 日蓮聖人は、この偈に述べられていることが、一つ残らずご自分の身の上に現われてきたこ

とによって、「われこそ末法の世に法華経の教えを広める使命をもって生まれたものだ」とい

う自覚を得られたといいます。 また、この偈は、≪法師品第十≫の【衣・座・室の三軌】の実践

を誓うものだと解釈されています。 

 

三
さん

類
るい

の強敵
ごうてき

／『俗衆
ぞくしゅ

増上慢
ぞうじょうまん

 』      (P198・終2行／P149・終3行) (P222・終2行／P169・2行) 

知りもしないのに、知っているかのように錯覚している増上慢の人々をさします。法華経

とはどんなものか、一偈一句さえのぞいたこともないのに、無責任に悪口を言ったり、迫害を

加えたりする一般の社会人です。━ 俗衆増上慢を打ち破るには、法華経を知ってもらうより

ほかに道はありません。そのためには。法華経を実践する者が自らの言動を正すほかにはない。 

 

三
さん

類
るい

の強敵
ごうてき

／『道門
どうもん

増上慢
ぞうじょうまん

』      (P200・終4行／P151・2行) (P224・終4行／P170・6行) 

仏道に入りながらつまらない教えを信じて、それを最高のものと思い込み、法華経を罵（の

のし）ったり、その広まるのを邪魔するような人々を言います。 

━ 他の宗教・宗派はダメなものだと思い込むという錯覚。その錯覚の原因の大半は、宗

教者の『非寛容性』にあります。他の宗教・宗派に対する敵意に基づくもの。 

 

三
さん

類
るい

の強敵
ごうてき

／『僣
せん

聖
しょう

増上慢
ぞうじょうまん

』       (P201・6行／P152・1行) (P228・終行／P173・4行) 

宗教界において高い地位にあり、世の尊敬を受けている人が、その状態に陶酔（とうすい）し、

あるいはその地位を守ろうとして、真実の教えをないがしろにしたりする増上慢です。～ 

いかにも聖人のように行ない澄（す）まし、世間の大衆を「哀れな奴どもだ」と見下している

ような宗教者です。自らが聖人であると錯覚し、世間からもそう見られているのですが、人を

救い世を救うという肝心な宗教活動をしていないために、本当の聖人ではないのです。それで

聖人の名を「僭称（せんしょう）する」増上慢と言います。 

～ 若い頃はよく勉強もし、修行もしたことでしょう。ところが年を取ってしまうと、もう

これで十分だという気持ちを起こし、勉強や努力の心が鈍（にぶ）ってきたのです。 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ⑤》 

僭聖増上慢（せんしょう ぞうじょうまん）について考えてみましょう。僭聖増上慢は、宗教界で高い地位に

ある者が陥る増上慢ですが、庭野開祖は「若いころ修行や勉強もしたが、年を取って、ある地

位に達すると、もうこれで十分だという気持ちを起こし、勉強や努力の心が鈍（にぶ）る」こと

でもあると指摘しています。━━ では私の信仰姿勢は如何でしょう。もうこれで十分だとい

う気持ちを起こし、努力の心を鈍（にぶ）らせていることはないか？ 振り返ってみましょう。 
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『是
こ

れ邪見
じゃけん

の人
ひと

 外道
げどう

の論議
ろんぎ

を説
と

くと謂
い

わん』  （二三九頁 終三行） 

 

外道
げ ど う

について                      (P206・終3行／P156・4行) 

 ≪外道・げどう≫ 仏教以外の教え。仏さま以外の様々な聖人・賢人の説いた教え。 

狭い心で「仏説」ということにとらわれている人々は、お釈迦さまのお口から出たお言葉

以外は、すべて外道だとして排斥（はいせき）しようとするのです。 

 これは大変な誤りであり、お釈迦さまのみ心にそむくものです。～ 現実に人々を救うことが

できれば、それが仏意にかなうものであるということを忘れてはなりません。～人に即し、時代に即

して、あるいは適切な解説を施し、拡大解釈することは、あくまでも正しいことであります。 

 

【衣
え

・座
ざ

・室
しつ

の三軌
さ ん き

】の実践
じっせん

               (P210・5行／P159・1行) 

☆≪如来の衣
ころも

/柔和忍辱
にゅうわにんにく

の心≫の実践 

『我等
われら

佛
ほとけ

を敬
うやま

うが故
ゆえ

に 悉
ことごと

く是
こ

の諸惡
しょあく

を忍
しの

ばん』   （二三九頁 終三行） 

私たちは仏さまと教えを心から敬っておりますので、この教えを広めるためにはどんな迫

害や困難に遭遇しても耐えていきます。 

『皆
みな

是
こ

れ佛
ほとけ

なりと言
い

われん～ 皆
みな

當
まさ

に忍
しの

んで之
これ

を受
う

くべし』   （二三九頁 終二行） 

「おまえが仏だって？ 大したもんだよ。偉そうに。」という嘲（あざけ）りを受けても～ 

じっとそれに耐えます。 

『我
われ

を罵詈
め り

毀辱
きにく

せん 我等
われら

佛
ほとけ

を敬信
きょうしん

して 當
まさ

に忍辱
にんにく

の鎧
よろい

を著
き

るべし』 （二四〇頁 一行） 

『我
われ

身命
しんみょう

を愛
あい

せず 但
ただ

無上
むじょう

道
どう

を惜
おし

む』     （二四〇頁 三行） 

『濁世
じょくせ

の惡
あく

比丘
び く

は 佛
ほとけ

の方便
ほうべん

 隨宜
ずいぎ

所説
しょせつ

の法
ほう

を知
し

らず』  （二四〇頁 四行） 

仏さまが説かれた方便の教え、すなわち相手により、場合によって適切な教え《隨宜諸説（ず

いぎしょせつ）の法》の真実をくみ取ることができず、小乗の教えなどと言って論じる。また、教え

の一言一句の表面の意味に従うこと（とらわれて）に汲々（きゅうきゅう）として、本当の生きた大衆

を救うすべを知りません。 

『佛
ほとけ

の告
ごう

勅
ちょく

を念
おも

うが故
ゆえ

に 皆當
みなまさ

に是
こ

の事
じ

を忍
しの

ぶべし』   （二四〇頁 六行） 

仏さまから『法華経』を広めることを託（たく）されたそのお言葉を大切にして、私たちは迫害を耐え

忍んでまいります」 
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☆≪如来の室
しつ

/大慈悲
だ い じ ひ

心
しん

≫の実践 

『 諸
もろもろ

の聚落
じゅらく

・城邑
じょうおう

に 其
そ

れ法
ほう

を求
もと

むる者
もの

あらば 我
われ

皆
みな

其
そ

の所
ところ

に到
いた

って 佛
ほとけ

の所嘱
しょぞく

の法
ほう

を

説
と

かん』  （二四〇頁 七行） 

『法華経』を求める人がいるならば、たとえ辺鄙（へんぴ）な村里であろうと、大都市であろ

うと、どんな妨害者・強敵（ごうてき）がいても私たちは、大慈悲の心をもってその人の所に出向

いていき、仏さまから託されたこの『法華経』を説いてまいります。 

☆≪如来の座
ざ

/一切法
いっさいほう

空
く う

≫の実践 

『我
われ

は是
こ

れ世
せ

尊
そん

の使
つかい

なり 衆
しゅ

に處
しょ

するに畏
おそ

るる所
ところ

なし 我
われ

當
まさ

に善
よ

く法
ほう

を説
と

くべし 願
ねが

わくは

佛
ほとけ

安穏
あんのん

に住
じゅう

したまえ』  （二四〇頁 終四行） 

私たちは『世尊の使い』です。そのことを思えば、多くの人々の前で法を説くことに何一つ恐れ憚

（はばか）ることがありましょうか。私どもは、相手と一体となる教えである≪第一義空≫を説き示

す『法華経』を流布するために、全力を尽くします。ですから仏さま、どうぞご安心ください」 

 

世
せ

尊
そん

の使
つか

い                         (P219・1行／P166・3行) 

『我は是れ世尊の使なり』━  謙虚ではありますが、自信に満ちたことばです。世尊の使

いであるからには、根本真理をしっかり理解していなければなりません。その根本真理のうえ

に立ち、自由自在に法を説かねばならないのです。その根本真理とは何であるかといえば、

『諸法空』ということです。いわゆる『第一義空』です。 

※ 「第一義空とは諸法実相と名づく。破（は）せず壊（え））せざるが故（ゆえ）なり。この諸法実相もまた空な

り」（『大智度論』）とあります。 

  庭野開祖は。「破（は）せず壊（え）せず…。すなわち永遠に破壊しない絶対の真理、それ

が諸法実相の教えであるというのです。～ 現象という現象はすべて《縁起の法則》によって生

じ、移り変わり、滅してゆくものであって、実体というものはないからです」と説かれています。            

（『新釈第２巻 p２７２・終３行／２０６・２行） 

《思
し

惟
ゆい

のふりかえり まとめ》 

 

 

合 掌 

今日の『勧持品第十三』の学びを通して、何を学び取ったか？ 

（または、何を一番強く感じ、受け止めることができたか？） 振り返ってみましょう。 


